
学校図書館年間活動計画（スケジュール） 
月別 蔵書管理・図書活用・読書指導 児童図書委員会活動内容 市立図書館との連携 

４月 

・予算検討と管理の確認 

・担当教諭との打合せ 

・貸出開始 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・図書館利用案内、分類説明 

・図書の貸出準備 

・図書委員 

オリエンテーション 

・貸出担当 

 火・木 小高小 

 月・水・金 ３校 

・第１回学校図書館支援会議 

５月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・杉並文庫選書、受入、登録 

・各学年への読み聞かせ 

 の為の練習 

・第２回学校図書館支援会議 

・図書の借用開始 

６月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・杉並文庫選書、受入、登録 

・各学年への読み聞かせ 

・ポスター作り 
 

７月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・夏休み特別貸出 

・本の整理 ・市内学校図書館見学対応 

８月 
・前期統計 

・市図書費選書 
・ポスター作り ・第３回学校図書館支援会議 

９月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・市図書費選書、受入、登録 

・各学年への読み聞かせ  

１０月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・市図書費選書、受入、登録 

・本の整理 

・３校読書週間多読賞準備 
・第４回学校図書館支援会議 

１１月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・市立図書館見学対応 

・読書月間 

・小高小読書月間 

  多読賞準備 

・各学年への読み聞かせ 

・４校２年生市立図書館見学 

１２月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・冬休み特別貸出 

・本の整理 ・第５回学校図書館支援会議 

１月 
・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 
・ポスター作り  

２月 
・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 
・本の整理 ・第６回学校図書館支援会議 

３月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・年度末統計 

・未返却本の回収 ・第７回学校図書館支援会議 

 
４ 年間活動内容 
１年間の主な活動記録 

４月 

・先生方へ学校図書館・支援員の利用案内配布  

・学級文庫配置 

＊企画・図書室を楽しもうキャンペーン 

学校図書館利用頻度の低い児童に楽しさを味わってもらい、  

抵抗感をなくそうと企画する。  

本を借りるごとにしおり１枚、しおり３枚で抽選券１枚を配布。

抽選で雑誌付録のポスターや特製しおりをプレゼントする。 

 《実施期間１４日～２８日》５月１日４校図書委員が抽選 

  成果…前年比１７６％ 今まであまり来館していなかった児童が多数来館 

１５日 ３校２年分類授業 １７日 小高小２年分類授業 ２１日 ３校４年分類授業  

２４日 小高小４年分類授業  

昨年度の多読賞上位者はアニメもチェックしています 
 

平成２７年度 
小高区小学校（小高・福浦・金房・鳩原小学校）学校図書館支援活動記録 

学校図書館支援員 西 美登里 
 
１ 学校図書館の概要  
学校の紹介  
 小高区小学校４校合同図書館は、小高小学校、福浦小学校、金房小学校、鳩原小学校の４校が

利用する。４校は原発事故避難指示区域に位置する為、鹿島中学校敷地内仮設校舎１階に小高小

学校が単独で、２階に福浦・金房・鳩原の３小学校が合同で学んでいる。支援員の派遣は４年目

になる。２５年度に仮設東校舎が増築され、そこに設置された学校図書館は３年目である。 

平成２７年度児童数（平成２７年１２月末時点） 

小高小学校 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

８名 ７名 １４名 １２名 １４名 １５名 ７０名 

福浦・金房・鳩原小学校 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

８名 ４名 ７名 １１名 １７名 １７名 ６４名 

学校派遣日数  ４校あわせて 週５回 

図書担当教員 小高小 大和田ひろみ先生  福浦小 高橋美智子先生 

       金房小 黒田裕子先生    鳩原小 鈴木玲子先生 

学校図書館蔵書数（４月当初）    ６，４２８冊 

学校図書館受入冊数（３月末時点）  １，４８３冊 

 うち  市費購入冊数及び金額    計５０２冊 

小高小 １５２冊（２４７，７４２円） 福浦小 １０８冊（１８５，７５０円） 

金房小 １１７冊（１８５，８０９円） 鳩原小 １２５冊（１８５，７７８円） 

 うち  杉並文庫購入冊数      計６４１冊 

小高小１７１冊 福浦小１６９冊 金房小１４５冊 鳩原小１５６冊 

（３年間で 小高小５５７冊 福浦小５７３冊 金房小５４３冊 鳩原小５２８冊） 

うち  寄贈資料冊数         ３４０冊 
 

２ 平成２７年度の課題及び目標 
課題① 図書館の利用法はだいたい周知されたが、参考図書の利用、選択に戸惑う児童が多く、 

    調べ学習時の時間のロスにつながっている。 

課題② 図書館の利用格差が大きく、利用しない児童への働きかけが必要である。 

目標① 教員と協力して参考図書等の活用法の指導をし、調べ学習の基礎づくりをする。 

目標② 年間で低学年３０冊、中学年２０冊、高学年１０冊、学年にみあった本を読むことを 

    目標とし、読書力の低い児童へも配慮する。 
 

３ 活動の方針 
学校経営グランドデザインおよび平成２７年度図書館教育計画に沿って、児童の読書環境の充

実を図る。 

４校の先生方と話し合った結果、貸出は４月授業開始と同時、一人２冊まで一週間の貸出とし、

図書委員会活動は小高小と３校の交代制とした。また、読書週間等の行事は小高小・３校それぞ

れで実施するが、学校図書館行事は４校合同での実施とする。 
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学校図書館年間活動計画（スケジュール） 
月別 蔵書管理・図書活用・読書指導 児童図書委員会活動内容 市立図書館との連携 

４月 

・予算検討と管理の確認 

・担当教諭との打合せ 

・貸出開始 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・図書館利用案内、分類説明 

・図書の貸出準備 

・図書委員 

オリエンテーション 

・貸出担当 

 火・木 小高小 

 月・水・金 ３校 

・第１回学校図書館支援会議 

５月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・杉並文庫選書、受入、登録 

・各学年への読み聞かせ 

 の為の練習 

・第２回学校図書館支援会議 

・図書の借用開始 

６月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・杉並文庫選書、受入、登録 

・各学年への読み聞かせ 

・ポスター作り 
 

７月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・夏休み特別貸出 

・本の整理 ・市内学校図書館見学対応 

８月 
・前期統計 

・市図書費選書 
・ポスター作り ・第３回学校図書館支援会議 

９月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・市図書費選書、受入、登録 

・各学年への読み聞かせ  

１０月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・市図書費選書、受入、登録 

・本の整理 

・３校読書週間多読賞準備 
・第４回学校図書館支援会議 

１１月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・市立図書館見学対応 

・読書月間 

・小高小読書月間 

  多読賞準備 

・各学年への読み聞かせ 

・４校２年生市立図書館見学 

１２月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・冬休み特別貸出 

・本の整理 ・第５回学校図書館支援会議 

１月 
・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 
・ポスター作り  

２月 
・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 
・本の整理 ・第６回学校図書館支援会議 

３月 

・図書館だより発行 

・昼放送読み聞かせ（金曜日） 

・年度末統計 

・未返却本の回収 ・第７回学校図書館支援会議 

 
４ 年間活動内容 
１年間の主な活動記録 

４月 

・先生方へ学校図書館・支援員の利用案内配布  

・学級文庫配置 

＊企画・図書室を楽しもうキャンペーン 

学校図書館利用頻度の低い児童に楽しさを味わってもらい、  

抵抗感をなくそうと企画する。  

本を借りるごとにしおり１枚、しおり３枚で抽選券１枚を配布。

抽選で雑誌付録のポスターや特製しおりをプレゼントする。 

 《実施期間１４日～２８日》５月１日４校図書委員が抽選 

  成果…前年比１７６％ 今まであまり来館していなかった児童が多数来館 

１５日 ３校２年分類授業 １７日 小高小２年分類授業 ２１日 ３校４年分類授業  

２４日 小高小４年分類授業  

昨年度の多読賞上位者はアニメもチェックしています 
 

平成２７年度 
小高区小学校（小高・福浦・金房・鳩原小学校）学校図書館支援活動記録 

学校図書館支援員 西 美登里 
 
１ 学校図書館の概要  
学校の紹介  
 小高区小学校４校合同図書館は、小高小学校、福浦小学校、金房小学校、鳩原小学校の４校が

利用する。４校は原発事故避難指示区域に位置する為、鹿島中学校敷地内仮設校舎１階に小高小

学校が単独で、２階に福浦・金房・鳩原の３小学校が合同で学んでいる。支援員の派遣は４年目

になる。２５年度に仮設東校舎が増築され、そこに設置された学校図書館は３年目である。 

平成２７年度児童数（平成２７年１２月末時点） 

小高小学校 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

８名 ７名 １４名 １２名 １４名 １５名 ７０名 

福浦・金房・鳩原小学校 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

８名 ４名 ７名 １１名 １７名 １７名 ６４名 

学校派遣日数  ４校あわせて 週５回 

図書担当教員 小高小 大和田ひろみ先生  福浦小 高橋美智子先生 

       金房小 黒田裕子先生    鳩原小 鈴木玲子先生 

学校図書館蔵書数（４月当初）    ６，４２８冊 

学校図書館受入冊数（３月末時点）  １，４８３冊 

 うち  市費購入冊数及び金額    計５０２冊 

小高小 １５２冊（２４７，７４２円） 福浦小 １０８冊（１８５，７５０円） 

金房小 １１７冊（１８５，８０９円） 鳩原小 １２５冊（１８５，７７８円） 

 うち  杉並文庫購入冊数      計６４１冊 

小高小１７１冊 福浦小１６９冊 金房小１４５冊 鳩原小１５６冊 

（３年間で 小高小５５７冊 福浦小５７３冊 金房小５４３冊 鳩原小５２８冊） 

うち  寄贈資料冊数         ３４０冊 
 

２ 平成２７年度の課題及び目標 
課題① 図書館の利用法はだいたい周知されたが、参考図書の利用、選択に戸惑う児童が多く、 

    調べ学習時の時間のロスにつながっている。 

課題② 図書館の利用格差が大きく、利用しない児童への働きかけが必要である。 

目標① 教員と協力して参考図書等の活用法の指導をし、調べ学習の基礎づくりをする。 

目標② 年間で低学年３０冊、中学年２０冊、高学年１０冊、学年にみあった本を読むことを 

    目標とし、読書力の低い児童へも配慮する。 
 

３ 活動の方針 
学校経営グランドデザインおよび平成２７年度図書館教育計画に沿って、児童の読書環境の充

実を図る。 

４校の先生方と話し合った結果、貸出は４月授業開始と同時、一人２冊まで一週間の貸出とし、

図書委員会活動は小高小と３校の交代制とした。また、読書週間等の行事は小高小・３校それぞ

れで実施するが、学校図書館行事は４校合同での実施とする。 
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５月 

・配架図掲示、分類案内板更新 

・ボランティアによる“おはなしのへや” 

６月 

＊企画・図書室ビンゴ 

《実施期間６月１６日～７月９日》 

国語科での分類授業もあり、本の背ラベルに興味を示す児童も

出てきた。そこで、分類番号を使用したビンゴカードを使い、い

ろいろな本に触れる機会を増やし、本の分類を知るとともに調べ

学習への導入としたいと企画する。借りた本の背ラベル（分類番

号）の一桁め（左端）の数字を確認し、カードにスタンプを押す

（貸し出し担当図書委員）。スタンプが３こ揃ったら１ビンゴ。

２ビンゴでクリアとなり新入荷本の優先予約券と交換できる。新

入荷予定一覧表をビンゴ説明の脇に掲示し、児童が一覧表を見て優先予約

券に記入し、入荷・登録処理ができ次第貸出した。 
《成果》 

初めての企画であり、貸出数が前年比１５４％

（６月のみでは１７０％）。ビンゴ達成にはいろい

ろなジャンルの本、学年に応じた本の選択が必要だ

った為、ふだんは足を向けない書架に行き、悩みながら選書していた。こ

の後に授業で調べ学習をした際、５類（工業・環境等）・６類（産業）の

書架にスムーズに移動していた。 

５日小高小２年ブックトーク“がまくんとかえるくん、いろいろなおはなし” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０日３校５年ブックトーク“伝統工芸について” 

ブックトーク後、３校は本の帯を、小高小はＰＯＰを作ったので、国語単元“千年の釘にいど

む”とのコラボ企画として図書室に４校の５年生の作品を展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担任が教科書の
要旨を掲示した
後にお話を紹介 

ブックトーク後、並行読書用に
担任が教室にコーナーを設置 

予約され、 
登録を待つ本 

図書室ビンゴの説明を廊下に掲示 

図書室内での展示 
他学年の児童も興味を示した 

３校の５年児童が、
帯を作った本を 

小高小５年児童に
紹介 
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５月 

・配架図掲示、分類案内板更新 

・ボランティアによる“おはなしのへや” 

６月 

＊企画・図書室ビンゴ 

《実施期間６月１６日～７月９日》 

国語科での分類授業もあり、本の背ラベルに興味を示す児童も

出てきた。そこで、分類番号を使用したビンゴカードを使い、い

ろいろな本に触れる機会を増やし、本の分類を知るとともに調べ

学習への導入としたいと企画する。借りた本の背ラベル（分類番

号）の一桁め（左端）の数字を確認し、カードにスタンプを押す

（貸し出し担当図書委員）。スタンプが３こ揃ったら１ビンゴ。

２ビンゴでクリアとなり新入荷本の優先予約券と交換できる。新

入荷予定一覧表をビンゴ説明の脇に掲示し、児童が一覧表を見て優先予約

券に記入し、入荷・登録処理ができ次第貸出した。 
《成果》 

初めての企画であり、貸出数が前年比１５４％

（６月のみでは１７０％）。ビンゴ達成にはいろい

ろなジャンルの本、学年に応じた本の選択が必要だ

った為、ふだんは足を向けない書架に行き、悩みながら選書していた。こ

の後に授業で調べ学習をした際、５類（工業・環境等）・６類（産業）の

書架にスムーズに移動していた。 

５日小高小２年ブックトーク“がまくんとかえるくん、いろいろなおはなし” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０日３校５年ブックトーク“伝統工芸について” 

ブックトーク後、３校は本の帯を、小高小はＰＯＰを作ったので、国語単元“千年の釘にいど

む”とのコラボ企画として図書室に４校の５年生の作品を展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担任が教科書の
要旨を掲示した
後にお話を紹介 

ブックトーク後、並行読書用に
担任が教室にコーナーを設置 

予約され、 
登録を待つ本 

図書室ビンゴの説明を廊下に掲示 

図書室内での展示 
他学年の児童も興味を示した 

３校の５年児童が、
帯を作った本を 

小高小５年児童に
紹介 
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表２ 月別一人当たり貸出冊数の比較（職員貸出を含む） 

 

 

 

例年５，６，１１月に落ち

込みが見られたが、今年度は

４月、６月、１１月と大きな

企画を実施したため、貸出数

は大幅に増加した。 

また、他の月も企画中に読

んだ本の続編を読む等利用が

増加した。 

 

 

 

 
７ 本年度の成果及び来年度に向けた課題 
（１）本年度の成果 

課題としていた利用格差であるが、６月の読書ビンゴ、１１月の読書ポイント等の企画により、

読書意欲を高めることができた。読書意欲の低い児童が友人に誘われ来館し、借りる姿がみられ

た。１２月末には１００冊以上読破児童が９名に達し、うち５年児童１名は３００冊に至った。 

また、支援員の利用について先生方に周知され、資料の貸借依頼はもちろん、ブックトークの

依頼や、単元とのコラボ企画等の連携、授業への参加も増えた。児童の意識も『今日は何を読ん

でくれるの？』に加え、『どんな本を紹介してくれるの？本にはどんな使い方があるの？』へと

変化してきた。 

（２）来年度に向けた課題 

来年度から４校が合同で授業を受ける事となり、４校の学校方針の摺り合わせが行われる。先

生方と相談して対処していく必要がある。 

また、昨年度小高小４年（現５年）、本年度３校５年で百科事典学習を実施し、その後の調べ

学習時に戸惑う事が少なくなったようであるが、資料の選択においての課題が残る。来年度も調

べ学習の基礎づくり続行が課題となる。 

表２ 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

２６年度 6.9 4.9 4.4 5.8 1.8 5.7 6.4 4.9 6.3 5.5 4.8
２７年度 11.2 5.1 8 6.4 2.4 6 7.1 8.3 7.5 5.1 7.2
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（１クラス） 

3年 

（１クラス） 

4年 

（１クラス） 

5年 

（１クラス） 

6年 

（１クラス） 
総合計 

学年合計 42 67 46 36 74 38 303 

昨年度比 81％ 85％ 460％ 49％ 168％ 119％ 105％ 

（１－２）福浦・金房・鳩原小年間貸出冊数  

①  個人貸出冊数（昨年度比は一人当たり）    

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 総合計 

年間合計 256 301 619 453 565 747 2941 

一人あたり 32.0 75.3 88.4 41.2 33.2 43.9 46.0 

昨年度比 52％ 177％ 186％ 119％ 79％ 114％ 111％ 

 ※① １人２冊１週間の貸出 （長期休暇は１人３冊） 

② 学級文庫貸出冊数             
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（１クラス） 

2年 

（１クラス） 

3年 

（１クラス） 

4年 

（１クラス） 

5年 

（１クラス） 

6年 

（１クラス） 
総合計 

学年合計 52 53 66 96 60 71 398 

昨年度比 186％ 123％ 150％ 133％ 176％ 101％ 137％ 
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（１クラス） 
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（１クラス） 
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（１クラス） 

6年 

（１クラス） 
総合計 

学年合計 0 14 0 0 13 79 106 

昨年度比 0％ 93％ 0％ 0％ 130％ 120％ 85％ 

 
（２）学校図書館利用実績比較      

昨年度の学校図書館の利用実績と比較すると次の表となる。（表１） 

また、児童数が昨年度より約１４％減っているため、一人当たりの利用実績比較表を表２とし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月
２６年度 1072 761 683 894 284 879 985 754 981 856 746
２７年度 1497 690 1068 861 323 811 955 1107 1007 684 968
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